
研究活動に従事する上で踏まえるべき研究倫理の基礎を、具体的事例を交えて講
義します。また、研究不正（FFP）、研究費の不正使用、その他のコンプライア
ンスなどを取り上げ、これらを理解するための前提となる、科学技術政策、研究
助成のしくみ、申請や審査のしくみなどについても触れていきます。

大学院共通科目(01ZZ105)2019年

岡林 浩嗣
筑波大学生存ダイナミクス研究センター(TARA)

大須賀 壮
(理化学研究所）

責任ある研究

道徳的想像力

研究不正

研究倫理

TWINS履修登録：5月8日(水)～6月18日(火)

6月22日、29日(土)10時～18時頃
第２エリア 2B棟 507・508講義室

(第2エリア大食堂のある建物の5階）

問い合わせ先：大学院共通科目事務室： g g e c @ u n . T s u k u b a . a c . j p


	スライド番号 1

